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ア
ッ
プ
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
家
を
買
っ
た
と
し
て
も
タ

イ
ミ
ン
グ
の
違
い
で
数
十
万
円
も
多
く
支
払
う
必

要
が
あ
る
た
め
、
消
費
税
ア
ッ
プ
時
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
「
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
」
の
拡
充
と
「
す

ま
い
給
付
金
」
の
導
入
が
こ
の
4
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
住
宅
購
入
を
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
の
ひ
と
つ
に
考
え
て
い
る
ご
家
庭
は
、
こ
の
2

つ
の
制
度
は
し
っ
か
り
理
解
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

ま
ず
、「
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
」
は
、
毎
年
の
住

宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高
の
1
％
が
、
納
め
た
所
得

税
の
範
囲
内
で
、
10
年
間
に
渡
り
還
付
さ
れ
る
し

く
み
で
す
（
図
表
1
）。
た
と
え
ば
、
今
年
の
年

末
残
高
が
4
0
0
0
万
円
と
い
う
一
般
住
宅
の
例

で
は
、
5
％
の
い
ま
は
20
万
円
、
4
月
以
降
に
8

％
に
な
っ
た
際
に
は
40
万
円
が
戻
る
計
算
で
す
。

も
し
も
、
納
め
た
所
得
税
（
住
民
税
）
だ
け
で
は

年
末
残
高
の
1
％
の
額
よ
り
少
な
い
人
の
場
合
に

共
働
き
世
帯
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

竹下 さくら
なごみＦＰ事務所

ファイナンシャル・プランナー

【たけした さくら】ファイナンシャル・プ
ランナー。主な著書に「最新版　ローン
以前の住宅購入の常識」「日本一わかりや
すいお金の本」（講談社）、「『保険に入ろ
うかな』と思ったときにまず読む本』（日
本経済新聞出版社）、「女性のためのお金
の教科書」（宝島社）などがある。

４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
に
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
に
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
へ
の
影
響
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
公
務
員
は
、
ず
っ
と

収
入
を
抑
え
ら
れ
て
き
て
い
る
た
め
、
将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
へ
の
し
わ
寄
せ
も
心
配
で
す
ね
。

今
年
度
お
届
け
す
る
シ
リ
ー
ズ
「
家
族
構
成
別

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
で
は
、「
共
働
き
世
帯
」「
片
働

き
世
帯
」「
子
ど
も
な
し
シ
ン
グ
ル
」「
子
ど
も
あ

り
シ
ン
グ
ル
」
と
い
う
４
つ
の
切
り
口
か
ら
、
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
掘
り
下
げ
ま
す
。

第
１
回
は
「
共
働
き
世
帯
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」

で
す
。
消
費
税
ア
ッ
プ
の
影
響
が
特
に
高
い
「
住

宅
購
入
」
の
ほ
か
、「
家
計
管
理
」「
保
険
」
に
焦

点
を
あ
て
て
、
注
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

住
宅
購
入
者
は
2
つ
の
負
担
軽
減
策
を

要
チ
ェ
ッ
ク

い
ま
、
私
の
事
務
所
で
受
け
る
ご
相
談
で
急
増

し
て
い
る
の
が
、
共
働
き
夫
婦
の
住
宅
購
入
プ
ラ

ン
で
す
。「
家
賃
が
も
っ
た
い
な
い
の
で
」「
退
職

ま
で
に
完
済
し
た
い
か
ら
」「
子
ど
も
が
大
き
く
な

っ
て
き
て
も
う
一
部
屋
必
要
」
と
い
っ
た
理
由
の

ほ
か
、「
い
つ
か
は
買
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で

消
費
税
が
上
が
ら
な
い
う
ち
に
買
い
た
い
」
と
い

う
相
談
が
目
立
っ
て
増
え
て
い
ま
す
。

消
費
税
は
モ
ノ
を
業
者
か
ら
買
う
と
か
か
る
税

金
で
す
が
、
消
費
税
の
ア
ッ
プ
は
住
宅
購
入
時
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
住
宅
購
入
時
に
か

か
る
様
々
な
手
数
料
の
ほ
か
、
物
件
価
格
の
建
物

部
分
に
も
原
則
と
し
て
消
費
税
が
か
か
る
か
ら
で

す
（
土
地
部
分
に
は
消
費
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
）。

た
と
え
ば
、
4
0
0
0
万
円
の
新
築
物
件
で
、
そ

の
内
訳
が
土
地
2
5
0
0
万
円
、
建
物
1
5
0
0

万
円
と
い
う
場
合
、
消
費
税
5
％
の
い
ま
な
ら

1
5
0
0
万
円
×
5
％
＝
75
万
円
の
支
払
い
で
よ

か
っ
た
消
費
税
が
、
4
月
以
降
に
購
入
す
る
ケ
ー

ス
で
は
1
5
0
0
万
円
×
8
％
＝
1
2
0
万
円
に

【シリーズ】
家族構成別
ライフプラン

Vol.1
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は
、
所
定
の
額
の
範
囲
内
で
住
民
税
か
ら
も
還
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
表
の
「
住
民
税

か
ら
の
控
除
上
限
額
」欄
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）。

住
宅
を
購
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
の
名
義
を
ど
う
す
る
か
悩
む
共
働
き
世
帯
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
注
目
す

る
と
、
4
0
0
0
万
円
を
超
え
る
借
入
れ
を
す
る

住
宅
ロ
ー
ン
を
夫
婦
2
人
で
借
り
る
時

の
注
意
点

さ
て
、
共
働
き
夫
婦
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
方

は
、
図
表
2
に
あ
る
よ
う
に
、
大
別
す
る
と
「
1

人
（
単
独
名
義
）」「
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
」「
収
入
合

算
（
連
帯
保
証
）」「
収
入
合
算
（
連
帯
債
務
）」

の
4
つ
に
分
類
で
き
ま
す
が
、
最
近
は
、
夫
婦
で

収
入
合
算
に
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
か
け
ま
す
。

1
人
で
組
む
よ
り
も
借
入
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
で
す
。

“
連
帯
保
証
”
と
“
連
帯
債
務
”
は
、
い
ず
れ

も
夫
の
収
入
と
妻
の
収
入
の
合
計
で
借
り
る
（
収

入
合
算
す
る
）
方
法
で
す
が
、“
連
帯
保
証
”
で

あ
れ
ば
返
済
者
は
夫
1
人
で
、
夫
が
返
済
で
き
な

く
な
っ
た
時
に
は
じ
め
て
妻
は
返
済
義
務
を
負
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、“
連
帯
債
務
”
で
は
、
ロ

ー
ン
契
約
者
は
夫
と
妻
と
な
り
、
夫
が
夫
婦
2
人

分
ま
と
め
て
返
済
す
る
形
の
た
め
、
妻
は
夫
が
返

せ
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
同
様
に
返
済
の
義
務

を
負
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
夫
婦
が
連
帯
し
て
返
済
義
務
を
負

う
の
で
一
見
同
じ
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
図
表
に

あ
る
よ
う
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
や
団
体
信
用
生

命
保
険
へ
加
入
の
面
で
明
ら
か
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。
団
体
信
用
生
命
保
険
（
以
下
、
団
信
）
は
、

ロ
ー
ン
返
済
者
が
亡
く
な
る
な
ど
し
た
場
合
に
、

保
険
金
で
ロ
ー
ン
残
債
を
完
済
す
る
し
く
み
の
生

命
保
険
で
す
。
1
人
で
借
り
て
団
信
に
入
る
ケ
ー

ス
で
い
え
ば
、
そ
の
人
が
亡
く
な
る
と
、
遺
族
に

ケ
ー
ス
や
、
1
人
分
の
所
得
税
・
住
民
税
で
は
年

末
残
高
の
1
％
の
額
よ
り
少
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
、

1
人
よ
り
も
2
人
で
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
む
ほ
う
が
、

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
を
効
率
よ
く
受
け
取
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
身
の
ご
家
庭
の
場
合
は
ど

う
な
の
か
、
購
入
前
に
計
算
し
て
み
る
の
が
お
す

す
め
で
す
。

図表1　住宅ローン減税の概要

消費税5% 消費税8%・10%

2014年3月末まで 2014年4月～
2017年12月末※

一般住宅 長期優良住宅
低炭素住宅 一般住宅 長期優良住宅

低炭素住宅
対象の住宅ローン
年末残高の上限 2000万円 3000万円 4000万円 5000万円

控除率 1% 1%
控除期間 10年 10年
控除上限額
（1年あたり） 20万円 30万円 40万円 50万円

最大控除額
（10年間合計） 200万円 300万円 400万円 500万円

住民税からの
控除上限額

9.75万円/年
（前年課税所得×5%）

13.65万円/年
（前年課税所得×7%）

主な要件 ①床面積が50m2以上であること
②借入金の償還期間が10年以上であること

※平成26年4月以降でも経過措置により5%の消費税率が適用される場合や消費税が非課税とされてい
る中古住宅の個人間売買などは2014年3月までの措置を適用。

※中古物件やリフォーム工事についても、所定の要件を満たせば適用を受けることができる。
住宅ローン控除の詳細は、財務省ホームページ

（http://www.mof.go.jp/tax_policy/summary/income/063.htm）で確認を。

【住宅ローン控除を受けるための手続き】	

家を取得した翌年に、確定申告をする必要がある。
次年度以降は、会社員の人は年末調整で簡単に手続きできる。

図表2　住宅ローンの組み方のバリエーション例（夫が主債務者の場合）

住宅ローン減税 団体信用生命保険

夫 妻 夫 妻

１人で ○ － ○ －

夫婦それぞれで ○ ○ ○ ○

収入合算（連帯保証） ○ × ○ ×

収入合算（連帯債務） ○ ○ ○ ×※

※銀行などの金融機関では主債務者のみが加入できるのが一般的だが、住宅金融支援機構の
　「フラット35」では特約料を支払うと加入できる。
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は
ロ
ー
ン
は
残
ら
ず
家
は
残
り
ま
す
。

さ
て
、
一
般
的
に
は
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関

で
は
連
帯
保
証
、
フ
ラ
ッ
ト
35
で
は
連
帯
債
務
で

収
入
合
算
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
借
入
先
は

銀
行
だ
け
ど
、
夫
婦
と
も
に
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
た
り
団
体
信
用
生
命
保
険
に
も
入
り
た
い
」

と
い
う
場
合
に
は
、
収
入
合
算
（
連
帯
保
証
）
で

は
な
く
、
ペ
ア
ロ
ー
ン
な
ど
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
で
ロ
ー

ン
を
組
む
形
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
収
入
合
算
す
る
際
に
、
合
算
者
の
収
入

を
全
額
加
え
て
よ
い
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
1
／
2

ま
で
と
す
る
と
こ
ろ
な
ど
、
金
融
機
関
ご
と
で
か

な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
し
っ
か

り
確
認
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
こ
ま
で
は
新
築
物
件
の
購
入
に
つ
い

て
解
説
し
て
き
ま
し
た
が
、
中
古
物
件
を
購
入
す

る
際
は
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
取
り
扱
い
が
異
な
り

要
注
意
で
す
。
実
は
、中
古
物
件
に
つ
い
て
は
「
住

宅
ロ
ー
ン
減
税
」
は
“
拡
充
”
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
多
い
の
で
す
。

と
い
う
の
は
、
中
古
物
件
は
個
人
が
売
主
の
物

図表3　「すまいの給付金」の概要

消費税率
8%

収入額の目安※1 給付基礎額

425万円以下 30万円

425万円超475万円以下 20万円

475万円超510万円以下 10万円

消費税率
10%

収入額の目安※1 給付基礎額

450万円以下 50万円

450万円超525万円以下 40万円

525万円超600万円以下 30万円

600万円超675万円以下 20万円

675万円超775万円以下 10万円

【「すまいの給付金」の対象要件】

住宅ローン利用者の場合 現金で購入する人の場合

新築
住宅

①自らが居住する住宅
②床面積が50m2以上である住宅
③施工中の検査によって、所定の品
質が確認された以下の住宅
・住宅瑕疵担保責任保険加入した住
宅
・建設住宅性能表示を利用する住宅
・住宅瑕疵担保責任保険法人により
保険と同等の検査が実施された住
宅

左記①②③に加え、以下の要件が必
要。
④物件が引き渡された年の12月31日
現在の年齢が50歳以上の人が取得
する住宅。
⑤収入額の目安が650万円（都道府
県民税の所得割額が13.30万円）以
下。
⑥住宅金融支援機構のフラット35S
と同等の基準を満たす住宅※2

中古
住宅

①売主が宅地建物取引業者の住宅
②自らが居住する住宅
③床面積が50m2以上である住宅
④売買時等の検査によって、所定の
品質が確認された以下の住宅
・既存住宅売買瑕疵保険に加入した
住宅
・既存住宅性能表示制度を利用（耐震
等級1以上に限る）
・建設後10年以内で、新築時に住宅
瑕疵担保責任保険に加入または建
設住宅性能表示制度を利用

左記①②③④に加え、以下の要件が
必要。
⑤物件が引き渡された年の12月31日
現在の年齢が50歳以上の人が取得
する住宅。
⑤収入額の目安が650万円（都道府
県民税の所得割額が13.30万円）以
下。

※2　（独）住宅金融支援機構のフラット35Sと同等の基準を満たす住宅とは、次の1〜4のいずれかに
該当する住宅を指す。
1　耐震性に優れた住宅（耐震等級2以上の住宅または免震建築物）
2　省エネルギー性に優れた住宅（等級4）
3　耐久性・可変性に優れた住宅（劣化対策等級3、維持管理対策等級2等）
4　バリアフリー性に優れた住宅（等級3）

※1 夫婦（妻は
収入なし）お
よび中学生以
下の子どもが
2人のモデル
世帯における
夫 の 収 入 の
例。
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件
が
大
半
な
の
で
す
が
、
こ
の
場
合
、
も
と
も
と

消
費
税
は
土
地
に
も
建
物
に
も
か
か
ら
な
い
か
ら

で
す
。
個
人
は
、
継
続
的
に
営
ん
で
消
費
税
を
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
者
と
は
異
な
る
の
で
、

売
主
で
あ
る
個
人
は
消
費
税
を
預
か
る
必
要
が
な

い
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
売
主
が
個
人
の
中
古
物
件
の
場
合

は
、
図
表
の
欄
外
に
あ
る
よ
う
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
減

税
の
拡
充
は
受
け
ら
れ
ず
、
対
象
と
な
る
年
末
残

高
は
従
来
通
り
の
2
0
0
0
万
円
が
上
限
と
な
り

ま
す
。

加
え
て
、
消
費
税
ア
ッ
プ
と
と
も
に
導
入
さ
れ

る
「
す
ま
い
給
付
金
」
は
、
消
費
税
率
8
％
時
は

収
入
額
の
目
安
が
5
1
0
万
円
以
下
の
人
を
対
象

に
最
大
30
万
円
、
10
％
時
は
収
入
額
の
目
安
が

7
7
5
万
円
以
下
の
人
を
対
象
に
最
大
50
万
円
を

給
付
す
る
と
い
う
制
度
で
す（
図
表
3
）。
た
だ
し
、

そ
の
適
用
要
件
は
複
雑
で
、
だ
れ
で
も
受
け
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
個
人
が
売
主
の
中
古
物
件
は
、
要

件
を
満
た
さ
な
い
の
で
対
象
外
と
い
う
こ
と
に
。「
す

ま
い
給
付
金
」
に
魅
力
を
感
じ
て
住
宅
購
入
を
検

討
す
る
際
に
は
、“
捕
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
”
と
な
ら

ぬ
よ
う
、
年
収
要
件
の
ほ
か
、
住
宅
に
関
わ
る
要

件
も
し
っ
か
り
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

貯
ま
る
家
計
は
「
1
サ
イ
フ
型
」
が
基
本

共
働
き
世
帯
の
家
計
管
理

は
、
始
め
る
時
の
ス
ト
レ
ス
が

少
な
い
「
2
サ
イ
フ
型
」
と
、

効
率
的
に
貯
蓄
が
貯
ま
る
「
1

サ
イ
フ
型
」
に
分
か
れ
ま
す
。

2
サ
イ
フ
型
と
い
う
の
は
、

夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
お
金
は
不
可

侵
に
し
て
、
家
計
支
出
を
役
割

分
担
す
る
方
法
。
図
表
4
の
例

の
よ
う
に
、
夫
が
住
居
費
や
保

険
な
ど
の
天
引
き
系
の
支
出
を

担
当
し
、
妻
が
生
活
費
な
ど
を

担
当
し
た
り
し
ま
す
。
た
だ
、

た
と
え
ば
、
教
育
費
負
担
や
管

理
費
・
修
繕
積
立
金
な
ど
、
自

分
が
担
う
支
出
の
額
が
増
え
た

時
に
不
満
が
つ
の
り
が
ち
で
、

相
手
か
ら
不
可
侵
の
へ
そ
く
り
や
使
途
不
明
金
も

多
い
た
め
、
貯
蓄
は
な
か
な
か
増
え
な
い
ご
家
庭

が
多
い
で
す
。

対
し
て
、
1
サ
イ
フ
型
は
、
夫
婦
の
収
入
を
ま

と
め
て
管
理
し
て
割
り
振
っ
て
支
出
す
る
方
法
で
、

始
め
る
当
初
の
ス
ト
レ
ス
は
高
い
で
す
が
、
目
が

行
き
届
き
や
す
い
た
め
使
途
不
明
金
が
少
な
く
、

2
サ
イ
フ
型
よ
り
も
明
ら
か
に
貯
蓄
ピ
ッ
チ
が
高

い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

忙
し
い
共
働
き
世
帯
は
2
サ
イ
フ
型
が
多
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
が
、
勇
気
を
出
し
て
1
サ
イ
フ
型

に
切
り
替
え
れ
ば
か
な
り
の
家
計
改
善
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
無
理
に
切
り
替
え
な
く
て
も
、
袋
分

け
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
月
々
の
支
出
を
予
算
取

り
す
る
だ
け
で
も
か
な
り
効
果
が
あ
り
ま
す
。
大

切
な
の
は
、
夫
婦
が
お
互
い
の
収
支
に
目
を
配
っ

て
使
途
不
明
金
を
減
ら
す
姿
勢
で
す
。
そ
れ
が
で

き
れ
ば
貯
蓄
ピ
ッ
チ
は
お
の
ず
と
上
が
り
ま
す
。

将
来
の
お
金
の
不
安
を
解
消
す
る
に
は
、
日
々

の
家
計
改
善
が
基
本
で
あ
り
一
番
の
早
道
で
す
。

「
消
費
税
ア
ッ
プ
が
不
安
」「
住
宅
購
入
の
頭
金
を

貯
め
た
い
」「
教
育
費
が
気
が
か
り
」「
老
後
が
不
安
」

な
ど
の
悩
み
が
心
を
よ
ぎ
る
人
は
、
夫
婦
で
一
度
、

家
計
の
や
り
く
り
を
見
つ
め
直
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

共
働
き
世
帯
は
「
妻
」
の
保
障
不
足
に

注
意

共
働
き
世
帯
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
ご
相
談
の
中

で
特
に
気
に
な
る
の
は
、
生
命
保
険
の
入
り
方
で

図表4　共働き夫婦の家計支出の例【２サイフ型】

住宅ローン
（妻）
10％

こづかい・
貯蓄額（妻）
5％

教育費
5％

生活費
（妻拠出分）
30％

生活費
（夫拠出分）

5％

管理費・
修繕積立金
5％

こづかい・
貯蓄（夫）
10％

住宅ローン
（夫）
30％

夫
50％

妻
50％
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す
。「
ど
ち
ら
が
亡
く
な
っ
て
も
、
そ
こ
そ
こ
の
就

労
収
入
が
あ
る
」「
子
ど
も
の
進
路
は
、
オ
ー
ル
国

公
立
で
考
え
て
い
る
の
で
、
教
育
費
負
担
は
重
く

な
ら
な
い
予
定
」
と
い
う
こ
と
で
生
命
保
険
に
入

っ
て
い
な
い
ご
家
庭
は
要
注
意
。
思
わ
ぬ
大
き
な

落
と
し
穴
が
あ
る
の
で
す
。

図
表
4
を
も
う
一
度
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
夫
婦

で
ほ
ぼ
同
額
の
収
入
が
あ
る
ご
家
庭
の
、
2
サ
イ

フ
型
の
家
計
支
出
の
例
で
す
。
住
宅
購
入
を
し
て

い
る
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、賃
貸
の
人
は
、［
住

宅
ロ
ー
ン
］
と
あ
る
部
分
を
家
賃
に
読
み
か
え
て

い
た
だ
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

夫
の
担
当
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
大
半
、
管
理
費
・

修
繕
積
立
金
、
そ
し
て
生
活
費
の
一
部
（
外
食
代

な
ど
）
で
す
。
そ
し
て
、妻
は
、生
活
費
と
教
育
費
、

そ
し
て
、少
額
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
収
入
が
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
に
何
か
が

あ
っ
て
も
、
一
見
、
家
計
運
営
は
大
丈
夫
そ
う
に

見
え
ま
す
ね
。

け
れ
ど
も
、
仮
に
、
夫
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
を
考
え
て
み
る
と
、
妻
の
収
入
だ
け
で
は

家
計
支
出
に
不
足
が
生
じ
ま
す
。
団
信
で
ロ
ー
ン

残
債
が
相
殺
さ
れ
る
［
住
宅
ロ
ー
ン
（
夫
）］
の
ほ

か
、［
こ
づ
か
い
・
貯
蓄
（
夫
）］
が
な
く
な
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
［
管
理
費
・
修
繕
積

立
金
］
の
支
払
い
は
夫
死
亡
後
も
払
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
夫
が
拠
出
し

て
い
た
［
生
活
費
（
夫
拠
出
分
）］
に
つ
い
て
も
不

足
が
生
じ
ま
す
。「
生
活
費
（
夫
拠
出
分
）」
に
つ

い
て
は
、
夫
の
食
事
代
も
減
る
か
ら
と
割
り
切
る

と
し
て
、マ
ン
シ
ョ
ン
の［
管
理
費
・
修
繕
積
立
金
］

は
年
々
増
え
て
い
く
性
質
の
支
出
で
す
か
ら
要
注

意
で
す
。
仮
に
3
万
円
く
ら
い
だ
と
し
て
、
毎
月
、

妻
自
身
の
お
給
料
か
ら
だ
け
で
は
足
り
な
い
お
金

が
毎
月
3
万
円
も
あ
る
と
考
え
る
と
、
と
て
も
怖

い
気
が
し
ま
せ
ん
か
。

も
ち
ろ
ん
、
夫
死
亡
後
に
、
そ
の
分
だ
け
生
活

費
を
キ
ュ
ッ
と
引
き
締
め
ら
れ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す

が
、
妻
自
身
も
仕
事
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
夫

に
頼
っ
て
い
た
育
児
な
ど
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

を
頼
む
な
ど
、
余
分
な
支
出
が
か
さ
む
可
能
性
を

否
定
で
き
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
は
、
夫
の
［
こ

づ
か
い
・
貯
蓄
］
を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
恒

常
的
に
家
計
支
出
が
継
続
し
て
赤
字
に
な
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

せ
め
て
、
単
純
計
算
で
月
3
万
円
と
し
て
、
30

年
で
1
0
8
0
万
円
、
50
年
で
1
8
0
0
万
円

で
す
の
で
、
そ
の
程
度
の
額
は
生
命
保
険
で
備
え

て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
教
育
費
な
ど
気
が
か

り
な
支
出
も
見
込
ん
で
、
必
要
な
生
命
保
険
金
の

額
を
一
度
算
出
し
直
し
て
み
る
の
が
お
す
す
め
で

す
。そ

し
て
、
特
に
共
働
き
世
帯
で
深
刻
な
の
は
、

妻
の
ほ
う
の
死
亡
保
障
の
不
足
で
す
。
図
表
4
の

例
で
、
妻
が
亡
く
な
っ
た
時
を
想
像
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。［
住
宅
ロ
ー
ン
（
妻
）］ ［
こ
づ
か
い
・
貯

蓄
（
妻
）］
は
不
要
に
な
る
と
し
て
、［
教
育
費
］

や
［
生
活
費
（
妻
拠
出
分
）］
に
つ
い
て
は
、
恒

常
的
に
夫
自
身
の
収
入
で
は
不
足
し
て
し
ま
い
ま

す
。
保
険
や
貯
蓄
で
し
っ
か
り
備
え
て
お
か
な
け

れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
行
き
詰
ま
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
ね
。

共
働
き
世
帯
で
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
の
生
命
保
険

に
入
る
べ
き
か
は
、
ど
の
よ
う
な
家
計
運
営
を
し

て
い
る
か
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
図
表
の
例

の
よ
う
に
妻
が
生
活
費
を
担
当
す
る
パ
タ
ー
ン
の

ご
家
庭
で
は
、
夫
よ
り
も
妻
の
ほ
う
が
高
額
な
生

命
保
険
で
備
え
る
べ
き
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

お
互
い
に
収
入
が
あ
る
か
ら
と
い
う
油
断
は
禁

物
。「
も
し
も
の
時
に
不
足
し
な
い
か
ど
う
か
」
の

視
点
で
、
現
状
の
保
険
の
加
入
状
況
を
再
確
認
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
職
場
の
共
済
の
団

体
保
険
な
ど
を
活
用
す
れ
ば
、
保
険
料
負
担
も
抑

え
て
合
理
的
に
備
え
ら
れ
ま
す
。

医
療
保
障
に
関
し
て
は
、
次
号
で
取
り
上
げ
ま

す
。


